
画
家
・
穐
月
明
氏
の
絵
画
４
点
が
寄
贈

　

１
月
29
日
、
当
市
が
協
定
を
締

結
し
て
い
る
東
海
大
学
、
東
京
農

業
大
学
、
京
都
大
学
大
学
院
地
球

環
境
学
堂
、
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
、
香
川
高
等
専
門
学
校
、
愛

媛
大
学
、
松
山
大
学
の
七
つ
の
高

等
教
育
・
研
究
機
関
と
の
政
策
情

報
交
換
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
各
機
関
の
地
域
連

携
に
関
す
る
取
り
組
み
の
紹
介
の

ほ
か
、
当
市
が
進
め
る
諸
政
策
の

説
明
や
、
今
後
の
連
携
に
向
け
た

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
定
期
的
な
意
見

交
換
を
通
じ
て
、
国
策
な
ど
の
情

報
収
集
や
地
域
課
題
の
解
決
、
新

た
な
連
携
案
件
の
創
出
な
ど
に
つ

な
げ
、
地
域
創
生
の
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
創
生
室　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

５
１
５
６

第
１
回
西
条
市
政
策

情
報
交
換
会
を
開
催

▲十一面観音

　

穐
月
明
氏
は
、
仏
画
や
挿
し
花

な
ど
の
水
墨
画
で
有
名
な
日
本
画

家
で
す
。
昭
和
８
年
（
４
歳
時
）

か
ら
昭
和
25
年
ま
で
実
報
寺
で
育

ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
市
立

美
術
専
門
学
校
で
洋
画
・
日
本
画

を
学
び
、
独
学
で
水
墨
画
を
習
得

し
数
々
の
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
氏
の
作
品
が
、
１

月
９
日
に
ご
子
息
で
あ
る
穐
月
大

介
さ
ん
（
大
阪
府
在
住
）
か
ら
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
作
品
は
、
企
画
展
で

展
示
す
る
な
ど
、
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

東
予
郷
土
館

℡
０
８
９
８

－

６
５

－

４
７
９
７

　

こ
の
た
び
、
当
市
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
で
あ
る
佐
伯
義
廣
さ
ん

が
、
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会

で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

賞
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
へ
の

功
績
が
顕
著
な
方
々
に
、
文
部
科

学
省
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

功
労
者
表
彰
受
賞

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

松
山
支
社
か
ら
寄
付

　

２
月
２
日
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

松
山
支
社
か
ら
、
水
源
林
保
全
活

動
の
一
環
と
し
て
市
に
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
市
内
の

森
林
整
備
推
進
な
ど
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲感謝状・目録を手にする小野里俊哉
支社長（左）と玉井市長

▲受賞した佐伯さん

▲７機関が集まった政策情報交換会

東予・丹原・
小松地区

　４月２日㈪から、従来運用していた防災専用電話
（TEL0897－52－1400）に加え、新たな番号（TEL0898

－68－1400）の運用を開始します。東予・丹原・小

松地区の方は新しい番号をご利用ください。

　防災専用電話は、地震や台風など自然災害による

被災状況・避難情報などを、市の災害対策本部や水

防本部へ通報する際にご利用ください。

※火災・救急の通報は、災害時でも「119番通報」

　をご利用ください。

問合せ　〇市庁舎新館５階　危機管理課

　　　　　TEL0897－52－1282

　　　　〇消防本部　警防課　TEL0897－56－5119

防災専用電話（４月２日㈪以降）

西条地区

東予地区

丹原地区

小松地区

TEL68－1400
※市外局番は
　必要ありません

TEL52－1400

新たな防災専用電話の運用を開始します
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